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人工衛星データに よる火山性変色水の監視
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1. まえがき

水路部は海底火山の存在する南方諸島方面及び南西諸島方面Kおいて，海底火山噴火の際の航行船舶の安全の

確保および新島誕生の可能性を探ることを目的として，海底火山噴火予知調査を主K航空機Kより実施している。

一方，対象とする同海域は本州より遠距離Kあり，航空機Kよる調査では充分な頻度で監視が行え念いために，

ランドサット衛星データを入手し，火山性変色水の識別，分布及び色の解析調査を実施し，海底火山の活動状況

の監視を行っている。ここでは，昭和 54年から始められた人工衛星（ラシドサァト）データの最近の利用状況

Kついて報告する。左お，データの特性，解析手法等Kついては福島ほか（ 1981）を参照されたい。

2. 対象海域と解析内容

第 1図 ランドサット衛星データKよる
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が，近赤外波長帯Kは認められ左い。解析手法は図 1vr示すとおりである。左お，海の部分と他の部分（雲およ

び陸部）の分離はMs Sデータの各パシドを使用し，それぞれの相関図を作成し，図上で経験的K解析者が分離

をする。

3. 解析結果

(1) 分離画像Kよる変色水域の抽出

(a} 西之島

(c) 福徳岡の場

(d) 

第2図変色水域の抽出画像

( b) 硫黄島（小笠原）
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(e) 硫黄島（薩摩）
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図2は雲および陸部を取り除き，海面のみを抽出した画像である。濃い部分が変色水を表している。変色7.Kf'C

含まれる化学成分は海水Kより稀釈され，周辺ほど含有量も小さい。従って， ここでは変色水の輝度も小さくな

っている。また，海水の流れKより変色水は様々在形状を呈している。

a ) 西之島（図・2 -a ) 2 7 ° 1 4. 61 N, 1 4 0 ° 5 2. 71 E 

西之島の変色水域は非常K小きいため抽出が難かしくて，島の西側（画面左方）と東側（画面右方） vr:捜い部

分が抽出されているが，この付近Kは浅瀬があり，変色水とは断定できない。

b ) 硫黄島〔小笠原〕（図 2-b) 24°47' N, 141°20' E 

向島の北側（画面上方） vr:存在する湧泉口から流出する、温泉水が海水と混り，変色水となって島の周辺を漂っ

ている。また，向島では至る所で噴気を上げているため，海底tても噴気口があり，これが海水と混り変色水と左

っているとも考えられる。

c ) 福徳岡の場（図 2ーc) 2 4 ° 1 8. 1' N, 1 4 1 ° 2 9. 0 I E 

ランドサット衛星Kより，変色水が数多く確認されている海域である。この画像で認められる変色水の大きさ

は約 3Kmと中程度であり，過去K長さ 11 Kmvてもおよぶ大きな変色水も確認されている。

d ) 福神海山（図 2-d) 2 1° 5 6' N, 1 4 3° 2 8' E 

この海域のラシドサァト衛星データの入手は，昭和56年度より開始した。よって，変色水が認められたのは

昭和 56年 1月（巡視船「うらが」）以後1年ぶりであったので，始めてラシドサット衛星Kよる同海域の変色

水の画像が得られた。また，同海域は高利得（ High gain）モードで受信されているため，今回のよう

な薄い変色水も確認できた。

e ) 硫黄島〔薩摩〕（図 2-e ) 3 0 ° 4 8. 0' N, 1 3 0 ° 2 0. 0 / E 

小笠原の硫黄島と同様K島の周囲 Kは，温泉水の海中流入Kよる変色水が認められる。この島の変色水は大き

く分けて，向島東岸（画面右方） vr:漂う A.t2 03の多く含まれる黄白色変色水と南岸（画面下方） vr:漂う Fe2

03の多く含まれる赤褐色変色水の 2種類ある（小坂ほか 1 9 7 7 ）。

(2) 定量的結果

第 1表 ランドサット衛星Ms Sの緑波長帯域Kよる計算結果

海域名 p a七h-Row tc影年月日 0 A 工N 変色水面積 変色水輝度Al大値 海の輝度 、｜’均値
km1 cc T値（mW／＜品SR) cc T値（mW/c前SR) 

西之島 11 3-41 1979.11.6 Low o, 1 1 7 (0. 3 3) 11. 4 (0. 2 2) 

硫黄島（小笠原） 112-43 1981. 2. 24 Low 1. 0 20 (0. 39) 1 0. 9 (0. 21) 

福徳岡の場 112-43 1981. 11. 21 Low o. 4 22 !O. 4 3) 9.9 (0.19) 

福神海山 110-45 1982.1.12 High 3. 5 60 (0. 39) 4 6. 7 (0. 31) 

硫黄島（歯周！） 121-39 1981.3.5 Low 3. 7 48 (0. 94) 1 4. 7 〔0.29) 

※ 日AINは Ms Sのtc影時の利得を示す。

図 2の画像Vておける変色水の量及び輝度の計算結果を表 1vr:示す。また，解析抽出された変色水域の各海域の

色の違いを求め，火山活動状況の把握を行うため演算処理を行い図 3vr:示した。横軸vr:4バンドと 5パ γドの C

c Tカクン卜の合計，縦軸vr:4バンドと 5パ γ ドの比を取り，各点の頻度を濃淡で示した。図 3vておいて，頻度

の高い（濃い〉部分は画面上広い部分を占める変色していない海の部分であり，変色水域は濃い塊からのびるう

すい部分である。海の色は季節や海域医よって多少変動が認められるが，海の部分の色を基準として変色水の色

を相対的tてみると，図上横軸の値の大きいほど変色の度合いが大きし含まれる化学成分担度度も高い。また，硫
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まとめと今後の課題

海底火山の活動状況の把握K
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